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令和 7（2025）年度事業報告書 

 

宮崎学園短期大学 

はじめに 

 

近年の短期大学を取り巻く環境は極めて厳しい状況である。そのような中で、令和

7(2025)年度に創立 60 周年を迎え、関連諸行事も滞りなく終了した。この節目を迎えるに

あたり、現代ビジネス科は 4 コースから 8 コースへと教育の幅を広げ、「チョイス（選択）・

ブレンド（組み合わせ）・シフト（変化）」と多様な学びを提供できる学科として新たなス

タートを切った。さらに、保育科は 3 年課程（長期履修制度）の導入に加え、保育者だけ

でなく、子どもに関連する企業への就職も目指すキッズビジネスコースを新設した。これ

らの改革の成果として、令和 8（2026）年度入学者は保育科 169 人（うち 3 年課程（長期

履修制度）入学者 101 人）を確保し、現代ビジネス科においても、前身である国文科およ

び人間文化学科以来初めて入学定員を充足し、63 人もの入学者を迎えることができた。 

今後は、本学の学修成果を学外へ積極的に発信し、さらなる入学者の獲得のための施策

を検討・実施することが求められる。創立 60 周年を迎えた令和 7（2025）年度は、本学に

とって新たな宮崎学園短期大学の一歩となるにふさわしい良いスタートを切ることができ

た。今後も本学の特色である教職協働で、皆が一丸となって様々な改革に取り組んでいく。 

 

令和 7（2025）年度事業計画の骨子として、次の具体的目標に対する結果は次のとおりで

ある 

1．保育科にキッズビジネスコースを設置した。保育者としての基本を学びつつ、現代ビジ

ネス科の科目を履修することで、こども関連企業への就職を目指す新たなカリキュラム

を構築した。また 3 年課程（長期履修制度）においても、宮崎大学等との連携により大

学の世界展開力強化事業への参画によって、米国などへの短期留学も可能となり教育内

容の充実を図ることができた。 

 

2．現代ビジネス科にソーシャルメディアデザインコース、情報クリエイティブコース、観

光・ホスピタリティコース、司書・オフィスワークコース、メディカルマネジメントコ

ース、経営・マーケティングコース、異文化コミュニケーションコース、グローバルコ

ミュニケーションコースの 8 コースを新設した。オープンキャンパスや進路ガイダンス

などを通して積極的な学生募集を行った結果、入学定員を超える入学者を迎えることが

できた。 

 

3．これまで部科長会と合同開催していた内部質保証委員会を独立させ、構成員も適宜変更

しながら、アセスメント・ポリシーに基づくデータ分析及び評価を行い、新しい教学マ

ネジメント体制を構築することができた。 

 

4．認証評価に係る自己点検・評価のためのワーキンググループを立ち上げた。定期的に会

議を開きながら本学の課題を明確にしつつ、報告書の作成を進めることができた。 

 

5．創立 60 周年にあたり、令和 7（2025）年 10 月に秋の忍ケ丘祭と同日開催で、同窓会

組織との共催による初めてのホームカミングイベントを実施した。 
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＜本年度 数値目標＞ 

数値目標 達成状況・課題 

入学定員充足率 

 保育科・現代ビジネス科 100％  

保育科 93.9％、現ビ科 126％ 
達成 

卒業時満足度調査「自分の成長」で 90％

以上 

全学 91.9％ 

保育科     92.7％ 

現代ビジネス科   82.5％ 

専攻科     100％ 

 

達成 

授業外学修時間「ほとんどしない」が

10％以下 

全学 22.1％ 

保育科 2     21.4％ 

保育科 1     27.1％ 

現代ビジネス科 2  26.5％ 

現代ビジネス科 1  10.3％ 

専攻科       4.0％ 

 

未達成 

「相談できる教職員がいる」が 80％以上 全学 76.1％ 

保育科 2      77.8％ 

保育科 1      77.8％ 

現代ビジネス科 2   94.1％ 

現代ビジネス科 1   87.2％ 

専攻科       91.3％ 

 

未達成 

退学率 2％以内 退学者 8 人/433 人 1.8％ 

学科  8 人 (全て保育科) 

専攻科  0 人 

達成 

就職率 100％ 全学 100％ 

保育科     100％ 

現代ビジネス科   100％ 

専攻科     100％ 

達成 

大学案内等の資料請求数 1,200 件 

 

1765 件 
達成 

オープンキャンパス等の来学延べ数 

570 人（資料請求数に対し 48％） 

560 人（対資料請求数 31.7％） 
未達成 

来学実数 353 人（来学延べ数に対し

62％） 

375 人（対来学延べ数 67.0％） 
達成 

出願者数 240人（来学実数に対し68％） 246 人（対来学実数 65.6％） 達成 

 

重点施策及び継続的重要業務 

中長期計画（2021-2030）における令和７（2025）年度の重点施策を下記に記す。 

（  ）担当部署 複数担当する場合は先頭に記載している部署が責任部署 

①教育力の向上 

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1.教学マネジメント

の確立 

・新課程に対応した履修登録方

法の検討・確立 

・保育科キッズビジネスコースが新課程とし

てスタートし、1 年次後期以降に希望者と面
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【教務部・IR センター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学科 DP の検証（DP 推進委

員会） 

 

 

 

 

・各学科の CP の検証（カリキ

ュラム検討委員会・学科） 

 

・カリキュラムの見直し 

 履修順序、履修要件、一般教

育科目等 

（カリキュラム検討委員会） 

 

 

・IR センターを中心としたア

セスメント結果の集約（IRセ

ンター） 

・新教学マネジメントの実行・

課題の把握（内部質保証委員

会） 

 

 

 

・積極的な情報公開 

 （学修成果・アセスメント結

果）（IR センター） 

談の上、個別対応した。時間割調整は、教務

部が希望者と相談しながら決定した。 

・全学および学科 DP の前文について、課程

修了条件等を明記した前文を修正または追

加した。これにより、学位授与の条件と身に

つけるべき資質・能力の関係がより明確にな

り、方針文書としての体裁の改善に繋がっ

た。 

・現ビ科は新課程としてスタートしたため、

各学科 DP および CP の今年度の見直しは未

実施。次年度の完成年度で見直す。 

・カリキュラムについては一般教育科目「人

間の研究（礼節・勤労）」を「人間の研究」へ

変更し、科目の整理をした。建学の精神につ

いてはこの科目及び、学科別に開講している

「キャリアガイダンス」の中で学びの保証を

行い、シラバスに反映させる。 

・IR センターには教務部・学生部・DP の自

己評価など多くのアセスメントデータが集

約され、毎年分析しているものについては実

施し、経年変化を見る資料とした。内部質保

証委員会の報告を受け、検討した課題につい

て、今後どのデータを用いて評価するのか IR

センターや関係各所との検討が必要である。

（学生の学修における満足度をいかに測る

か） 

・IR センターの分析結果について、ホームペ

ージに情報を公開している。 

2.学生の自律的学修

を促す PDCA サ

イクルの見直し 

 【教務部・学生部・

IR センター】 

 

・授業外学修の促進（教務部・

学生部） 

・学級主任制度の見直し（学生

部） 

・自己の成長への満足度 95％

（学生部・教務部） 

 

・授業外学修についてはシラバスに明示し、

取り組む内容を明確にした。 

・令和 7 年度より改めたアドバイザー教員の

呼称は学生、教職員共に、浸透した。残され

た課題は、学生の主体性を培う教員（アドバ

イザー）の役割を全学的共通理解のための機

会を検討する必要がある。 

3.学生表彰制度の見

直し 

【学生部】 

・卓越した学生への奨学金制度

の効果検証 

・学生の表彰関連の規定等の改

定 

（学生表彰委員会） 

・令和 5 年度より改定された規定に基づき円

滑に表彰者を選出できている。次年度以降に

ついてもこの方法で実施していく。 

4.キャリア教育の充

実 

【教務部】 

・新規科目開設の必要性につい

て検討（カリキュラム検討委

員会） 

・キャリア教育科目の効果検証

・新課程がスタートしたばかりであるため、

委員会で検討し、今年度は新規科目の開設は

しないこととした。 

・保育科新設科目「キャリアガイダンス」で
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（教務部・学科） 

 

 

 

 

 

 

 

・人間の研究（礼節・勤労）の

教授内容の効果検証（教務

部） 

は自己分析し、働くことを含めて今後の人生

設計を考え、自己のキャリアイメージを具体

化することができた。現代ビジネス科では必

修科目「キャリアガイダンス」「ビジネス実務

総論」において、社会人基礎力、実践力を身

につけさせる授業を実施した。今後は両学科

共に建学の精神の「勤労」を含めた内容を加

え、充実させる。 

・「人間の研究（礼節・勤労）」の教授内容を

検討する中で、各学科のキャリアガイダンス

についても同時に検討を行った。建学の精神

のうち、勤労については主にキャリアガイダ

ンスに踏襲し、礼節については新たな科目と

して「人間の研究」の中で実施することとし

た。「人間の研究」については単なる礼法指導

ではなく、学生が自身で場面に合わせて考え

られる力が身に付くよう、次年度実施する。 

5.リメディアル教育

（初年次教育）体

制の確立 

 【教務部・IR セン

ター】 

 

・初年次教育との連携（学科・

カリキュラム検討委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・在学生の現状分析（基礎力リ

サーチ結果を用いて）（IR セ

ンター） 

 

・基礎力向上ドリルの活用（教

務部・学科） 

・保育科は初年次教育科目として「学びのス

テップ」において、大学における学び方を理

解するとともに、保育漢字・用語テストを毎

時間実施することで、学習習慣の確立を目指

し取り組んだ。また、その内容についても科

目担当者間で協力しながら見直しを行った。

現代ビジネス科ではコース改編に伴い、学習

習慣の確立・学力向上等をねらいとする科目

「スタディ・スキル」がなくなったことから、

初年次教育を実施する手立てについて検討

する必要がある。 

・基礎力リサーチ結果を用いて、分析を行っ

た。その結果、各科目の理解（高 GPA）のた

めには、基礎力が重要であることが示唆され

た。 

・基礎力リサーチテストの結果を受けて、基

礎力向上ドリルに取り組んだ。授業内で実施

すると取り組み率が伸びるが、その後、持続

しないため、自律的に取り組むに至っていな

いところが課題である。 

6.リカレント教育の

実施 

 【地域連携センタ

ー・幼児教育・保

育センター・各学

科】 

・社会人学び直しの機会創出 

（地域連携センター・幼児教

育・保育センター・学科） 

 

 

 

・オンデマンド教材等の研究 

（教務部・学科） 

・幼児教育・保育センターにて保育士等キャ

リアアップ研修に該当する公開講座を12月・

3 月に実施した。より多くの参加者確保のた

め開催時期の検討が必要である。現代ビジネ

ス科においては社会人を対象とした講座等

は未実施。 

・各授業担当者レベルにおいて教材作成や手

法の工夫が見られた。今後もオンデマンドに
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ついては、実施可能で、効果が期待できる科

目から教材等の研究を進めていく必要があ

る。 

7.学外との連携（保

育３団体・県内企

業等との教育的連

携） 

 【保育科・現代ビ

ジネス科】 

・保育３団体との連携事業の実

施（保育科） 

 

 

 

 

 

 

・企業団体等との連携 

（現代ビジネス科） 

・保育科においては、保育関係 3 団体との連

携を推進し、今年度は、小学生向けの保育の

お仕事体験事業を各団体所属の園を会場に 3

回実施した。また、「キャリアガイダンス」の

授業においては、3 団体に呼びかけ、保育科

1 年生を対象とした就職説明会を実施し、学

生のキャリア意識の形成に大きな成果を得

ることができた。 

・宮崎県中小企業家同友会との連携により、

地元企業の説明会、インターンシップを実施

した。 

テレビ宮崎（UMK）との連携により、主催イ

ベントに関する調査分析と企画提案を行っ

た。 

お菓子の日高との連携により、宮崎の特産品

を利用した新商品の開発・販売を行った。 

 

 

②保育科     

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1．経験学習（実習、

ボランティア、課

外活動等）の充実 

 

 

・附属こども園等での現地授

業、往還的学習を計画的に実

施 

・3 年課程有償インターンシッ

プにおける県内園との連携 

 

 

 

 

 

 

・「大学の世界展開力強化事業

（文科省事業）」による海外

研修等の推進 

・未実施 

 

 

・有償インターンシップについては、保育団

体を通じて周知を図るとともに、「キャリア

ガイダンス」での就職説明会等で、学生への

アプローチを図ってもらうなどして、各園に

おいても浸透してきた。実際に、3 年課程の

学生が、午後に近隣の園でアルバイトとして

雇用されているなど、成果を上げてきてい

る。 

・世界展開力強化事業については、今年度 1

名が海外留学生に選出されたほか、次年度に

ついても保育科の学生が選出されている。 

2.カリキュラムの見

直し 

・保育科教育課程見直し構想の

具現化 

 

・取得資格の充実と見直し（医

療的ケア関連資格、放課後児

童支援員、認定絵本士、幼児

体育関連等） 

 

・カリキュラムの見直しについて、新課程の

動向を注視しながら、情報収集に努めてい

る。 

・資格について、発達障がい児サポーターの

資格を、大学独自から、全国大学実務教育協

会の資格にすることができないか、働きかけ

を行った。 
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・3 年課程カリキュラムの充実 

 

 

・キッズビジネスコースカリキ

ュラムの導入と見直し 

・3 年課程の学生の声もあり、令和 8 年度よ

り、3 年課程においてもガイダンスアワーを

実施することとなった。 

・キッズビジネスコースについて、補講の時

間の調整が必要な事案があった。今後、教務

と調整を図ることになった。 

3.附属こども園との

積極的連携 

・附属こども園との共同研究や

勉強会の開催 

・こども理解プロジェクトの推

進 

 

・保育科内での研修報告会や定

期的な情報交換会の実施 

・附属こども園等での現地授

業、往還的学習を計画的に実

施（再掲） 

・附属こども園での公開保育等に、保育科教

員も参加した。 

・両こども園での保育実践について、保育教

諭と保育科教員が共著で2本の紀要論文を執

筆した。 

・非常勤講師の集いにおいて、保育科教員が

参加した各学会の報告会を実施した。 

・未実施 

4．県内保育団体と連

携した保育力向上 

・県内保育団体との連携強化

（保育の魅力発信イベント

の実施・情報交換会の実施） 

 

 

・幼児教育・保育センター企画

による研修会・講演会等の実施 

・保育団体との連携については、「キャリアガ

イダンス」の授業内で、1 年生向けの就職説

明会を実施した他、小学生向けの保育のお仕

事体験事業を、各団体の所属園で実施するな

どし、連携を深めた。 

・幼児教育・保育センターが主催し、第 2 回

MIYAGAKU こどもフォーラムおよび、2 回

にわたる公開講座を実施した。 

5.教員の研究活動

（文献・外部での

フィールドワーク

等）の充実 

・こども理解プロジェクトの推

進（再掲） 

・保育科内での研修報告会や定

期的な情報交換会の実施（再

掲） 

・地域子育て支援を軸とした県

及び市と連携した研究の推

進 

・探究型学習を終了した入学者

への対応 

・②保育科_3 に記載 

 

・リカレント教育の実施に向け、宮崎県と協

議しながら、保養協九州ブロックの研究助成

等を得られるよう進めていたが、選出されな

かった。 

 

 

・卒業研究に取り組んだ学生が１名おり、2

月に発表会を実施した。 

6.外部アセスメント

結果に基づく学生

の基礎学力向上

（初年次教育の発

展） 

・宮短基礎力向上ドリルの活用 ・基礎力リサーチテストの結果を、学科全体

で共有し、クラスアドバイザーによる面談等

への活用を行った。また、「学びのステップ」

や「ガイダンスアワー」において、基礎力向

上ドリルに取り組む時間を設け、活用し、学

生のドリル利用状況を定期的にアドバイザ

ー教員と共有した。 

7．学生の ICT 活用

能力の向上 

 

・ICT を活用した新たな教授法

の研究（保育業務システム・

MDASH） 

・パソコン必携となった学生に

・補講等の実施においては、対面のみならず

動画配信形式による補講を実施するなどし、

わかりやすい授業になるよう工夫した。 

・学科会等において、各授業における PC の
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対する ICT 教育及び授業での

活用法の研究 

活用を指示し、「学びのステップ」などでは

PC を使ったレポートの作成等を行った。 

8.実習指導体制の発

展・実習指導内容

の見直し（卒業生・

経験者による指

導） 

・実習指導の手引きの改善 

・実習日誌や記録などの改善 

・実習参加要件の厳格化 

・卒業生・経験者による指導 

 

・実習の手引きの見直しを実施し、令和 8 年

度からの手引きや日誌等の変更を行った。 

・実習参加要件については、厳格に適用した。 

・「キャリアガイダンス」の授業において、6

人の先輩方を招いて講演を実施した。 

9.幼児教育・保育セ

ンターの充実（地

域子育て支援講

座・イベントの開

催、社会人対象講

座の開設・子育て

相談室開設） 

・最先端外部講師を招聘し、学

生向けの講演会の実施 

 

 

・幼児教育・保育センター企画

による研修会・講演会等の実

施（再掲） 

・地域子育て支援の拠点となる

活動の計画と実施 

・お茶の水女子大の宮里暁美先生による、

教員向けの保育科講演会を実施した他、西

南学院大学の門田理世先生による学生向け

の講演会を実施した。 

・幼児教育・保育センターが主催し、第 2

回 MIYAGAKU こどもフォーラムおよび、2

回にわたる公開講座を実施した。 

 

 

 

③現代ビジネス科 

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1.学科の専門性の充

実と魅力づくり 

 

 

 

 

教育課程の抜本的見直し 

・コース新設・改編の検討と

実施 

・コース改編に対応した新たな

カリキュラムポリシーの設

定と実施 

・カリキュラム体系等の変更・

定期的見直し 

・コースを新設・改編し、新たなカリキュ

ラムポリシーを設定した。今後、新カリキ

ュラムの実施により明らかになった課題を

把握し、検討する必要がある。 

新たな教育手段の検討 

・専門教育科目・必修科目の

見直し（魅力ある授業科目

の開発） 

・専門教育科目配置の見直し 

・四大編入のためのカリキュ

ラム整備 

・メディア授業の利用拡大 

・企業主体授業の検討 

・コースの新設・改編に伴い、コースごと

に新たな専門教育科目を配置した。 

「DTP デザイン演習」「WEB デザイン演

習」において、企業主体の授業を実施し

た。 

「地域活性化人材育成事業

（SPARC）」及び「大学の世界

展開力事業（文部科学省事業）」 

・「SPARC」及び「大学の世界

・地域活性化人材育成事業では、宮崎大学

が提供する連携開設科目を多くの学生が受

講し、単位を取得した。他大学の学生との

交流により、新たな学びを得た。世界展開
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④専攻科（福祉専攻）    

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1.幅広い教育方法の

検討 

 

・ICT を活用した社会人教育等 ・修了研究発表会では、その報告書やプレゼ

ンテーションについて PC を用いて作成させ

るとともに、情報収集などにおいてもWebを

活用しておこなった。 

2.資格取得 

 

・介護福祉士国家試験全員合格 ・しっかりとした対策と個別支援を行い、国

家試験全員合格を果たした。 

3.定員充足 ・保育科教員との情報共有 

・専攻科の魅力の伝達強化 

・専攻科募集停止に伴い、未実施 

4. 令和 8 年度の募

集停止以降の検討 

・宮崎市との協議の継続 ・未実施 

 

展開力事業」に基づく、新た

な CP の構築と教育プログラ

ムの構築・実施 

力事業では、本科の学生がアメリカの大学

生とオンラインで交流し、英語によるコミ

ュニケーション力を高めた。 

・初年次教育の充実（宮短基礎

力向上ドリルの活用等） 

・学生サポート体制の見直し 

・新規取得資格の開拓 

・検定取得の促進 

・学生の職業的自立支援の充

実 

・編入学のための英語力強化 

・コース主任制の導入による

細やかな進路支援 

・基礎力向上ドリルについては、学生によっ

て取組に差がみられた。ガイダンスアワー等

において、その意義を学生に十分理解させ、

積極的に取り組ませる手立てが必要である。

学生サポートについては、アドバイザーを中

心に、就職等に対する手厚い指導・支援がで

きた。 

資格取得や大学編入等の対策として、スキル

アップのための新科目を配置した。宮崎国際

大学の教員に協力いただき、編入学希望者の

英語力を強化できた。 

2.学科イメージの可

視化 

・学習成果の見える化による内

部質保証システム構築 

・魅力ある授業動画の配信 

・在学生・卒業生のイメージ動

画化 （就職先等） 

・高大連携強化、探求型学習へ

の協力 

・学科のインスタグラムを開設し、オープン

キャンパスや授業内容等を配信した。連携校

である福島高校の「地域創生探究」について

継続的に指導・助言を行った。 

3.リカレント教育の

充実 

・幅広い市民を対象としたリカ

レント教育の実施 

・市民を対象とした講座等は未実施。 

4.教員研究力の向上 ・探究型学習を終了した入学者

への対応 

・卒業研究において、高校の探究型学習で取

り扱ったテーマを研究にまで高めることが

できた。本科の科目「地域創生学演習Ⅰ・Ⅱ」

において、高校での探究型学習をより深化さ

せた学びを提供できた。探究活動について

は、複数の教員の配置を必要とする場合があ

る。 
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⑤経営改善    

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1.ブランド力向上 

【入試広報・保育科・

現代ビジネス科】 

・歴史・伝統の強みを活かした 

卒業生の活躍を可視化した

広報（学校案内やオープンキ

ャンパス等への卒業生参加

促進） 

（入試広報部・学科） 

・高校生・保護者のニーズに適

した広報媒体・体制の検討

（HP・SNS の活用促進・DM

の工夫）（入試広報部・学科） 

・専門性を生かした高大連携

（探究活動の時間との連携、

教員の派遣） 

（学科・地域連携センター） 

・保育科への男子学生獲得強化 

（保育科・入試広報部） 

・県外高校生に対する情報発信 

（入試広報部） 

・卒業生の活躍については、学校案内への掲

載やオープンキャンパスでの講話などで、発

信した。 

・高大連携については、ガイダンスや出前授

業を始め、高校での活動に各学科の教員を派

遣し、本学の魅力を発信した。 

・現代ビジネス科では学科のインスタグラム

を開設し、オープンキャンパスの様子や授業

内容等を配信した。 

・県外への発信についてはさらに強化したい

と考えている。 

2.卒後支援強化によ

る他大学との差別

化 

【保育科・現代ビジ

ネス科・同窓会】 

・ホームカミングデーの実施

（学科・戦略企画委員会） 

・講師・講座バンクの公開（継

続）（入試広報部・学科） 

・卒業生への再就職先支援（キ

ャリア教育センター） 

・60 周年記念事業として同窓会と連携しホ

ームカミングデーを実施した。HP、SNS、本

学広報誌で情報発信し、旧職員を含め 33 人

参加した。今後継続していく為に、計画的な

実施と情報発信ルートを確保することが必

要である。 

 

⑥運営体制の改善    

事業計画 取組内容 達成状況・課題 

1.教員組織の整備 

 【教務部・研究推

進委員会】 

・教職課程認定等に対応できる

研究の推奨（研究推進委員

会） 

・保育科入学定員減に伴う新た

な教員組織の検討（教務部・

保育科） 

 

 

・科研費獲得の推進（研究推進

委員会・FD 推進委員会） 

・ハイブリッド型の授業推進に

よる授業実施の効率化およ

び規程の整備（教務部） 

・複数クラス合同授業等、各教

員の授業担当コマ数の効率

化による負担軽減策の整備

・査読付きの本学紀要の提出締切を 2 月末と

することにより、紀要執筆（研究の推進）の

促進を図った。 

・保育科は令和 8（2026）年度は特任教授 2

人の後任として常勤教員 2 人を補充できた。

また基幹教員として 1 人が加わった。保育科

の学科の助手については公募したものの助

手を置くことはできなかった。 

・科研費獲得の推進は十分にできておらず、

次年度以降の課題とする。 

・「多様なメディアを高度に利用した授業関

するガイドライン」が前年度末に整備され

た。 

・保育科の 3 年課程（長期履修制度）の学生

募集状況によって、科目の開講時期が異な

り、開講クラスも変わる。定員を設けること
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（教務部） ができないため、今後も開講コマ数決定は 12

月以降になる。また次年度以降の教員の進退

が遅くなると教員公募も遅れ、必要な教員の

確保が困難になることが課題である。 

2.新制度による入学

者選抜に関する見

直しと整備 

 【教務部・入試広

報部】 

・選考方法（書類審査等）（入試

広報部・教務部・入試審議委

員会） 

・奨学金制度の検証（入試広報

部・IR センター） 

・奨学生制度の検証のために、GPA の推移を

検討した。その結果、優秀な学生（GPA が高

い学生）に奨学金が与えられているという結

果になった。ここから、奨学金制度が妥当な

ものであるということが示唆された。 

3.学生募集体制の見

直し 

 【入試広報部・保

育科・現代ビジネス

科】 

教職協働による計画的かつタ

イムリーな高校訪問（教員によ

る高校訪問の強化） 

・募集拡大重点校訪問 

（普通科、日豊本線沿線、児湯、

県北、私立）（入試広報部・学

科） 

・高校開拓（入試広報部・学

科） 

（鹿児島県内、熊本県内（特に

人吉市）） 

・地区別進学説明会の実施（入

試広報部・学科） 

・高校教員対象説明会の実施

（入試広報部・学科） 

・月１回の週末見学会の実施

（入試広報部・学科） 

・大学教員参加のガイダンスの

強化（入試広報部・学科） 

・入試広報部員は高校訪問と大学紹介のガイ

ダンス、教員は学科の取り組みや仕事の内容

など専門的な説明を行うガイダンスと住み

分け、派遣した。 

・週末見学会では、特に現代ビジネス科は参

加者の希望コースに応じて、コース担当者が

出席し、より具体的な説明が可能になるよう

にした。 

・本学の取り組みが高校教員に一部伝わって

いないところもあり、高校訪問や説明会の実

施は重要である。 

4.ブランディング強

化のための広報活

動の充実 

 【入試広報部】 

・WEB・SNS 広告による認知

度向上（閲覧状況の分析結果

に基づく費用対効果のある

情報提供）（入試広報部） 

・HP 他、公式 SNS の内容充実

等（入試広報部） 

・コンテンツ SEO 対策による

WEB 集客強化（入試広報部） 

・SNS を活用したリードナー

チャリングを実施（入試広報

部） 

・WEB や SNS での発信は常に行っている。

業者媒体を利用した広報については、費用対

効果の面で課題もあり、今後分析をし、契約

のあり方について研究を行いたい。 

5.特性や障害等のあ

る学生への支援体

制の充実 

 【学生部（学修支

援推進委員会）】 

・早期発見・支援のための情報

収拾（学級主任・学修支援推

進委員会との連携強化）（学

修支援推進委員会） 

・教職員相互の連携を密にした

支援体制の確立（全学的研修

・情報収集のため、申請のあった入学予定者

全員に対し、入学前に本人と保護者を交えた

「支援会議」を行った。入学前の不安軽減を

図るためにも、次年度も引き続き実施する。 

・連携を密にした支援体制の確立について

は、今年度は課題が残る結果となった。表面
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会の検討）（学修支援推進委

員会・FD 推進委員会） 

 

 

 

 

 

 

・外部機関との連携を密にした

支援体制（学修支援推進委員

会） 

 

化した問題に一部の関係者が対応し、その情

報が組織的に共有できないという事案があ

った。次年度では、情報の共有化がされやす

いよう、非常勤教員への連絡も視野に入れ体

制を整える。さらに、保健管理センターと協

働し、合理的配慮の必要な学生の、施設設備・

健康管理上の問題と合わせた情報が組織的

に共有される体制を整える。 

・外部機関との連携では、出身校での支援情

報の問い合わせなどを実施した。また、負担

感を考慮しながら、できる限り外部機関から

の「学修支援についての意見」が得られるよ

う、申請学生に働きかけた。次年度もこの取

り組みは継続していく。課題として、申請学

生の多様化と増加を考慮した支援体制の確

立がある。申請の受け入れ、日常の支援、進

路支援というフローに合う支援体制確立、強

化に取り組んでいく。 

6.大学事務職員としての専門性向上チーム設置（大学・

短大） 

 【事務局（SD 推進委員会）】 

・SD 推進委員会を中心とした SD 研修の充

実を図っているが、専門性の向上という点に

おいては十分ではない。事務局統合に伴い、

大学・短大がより連携した体制になったこと

を受け、専門性・日常業務スキルアップを両

大学一体となって計画的な研修会の実施を

検討したい。 

7.日常業務スキルアップ研修の実施（大学・短大） 

 【事務局（SD 推進委員会）】 

8.施設設備の計画的

な維持管理 

 【事務局（総務部）】 

・宮崎国際大学との共有施設・

備品等のシステムを活用し

た管理方法の検討（総務部） 

 

・事務局統合（特に総務部の統合）によって

さまざまな施設・備品等を共有で管理するこ

ととなり、管理方法についてはより効率的な

方法がないか検討中である。 

9.業務内容の改善・

効率化推進 

 【事務局】 

・宮崎国際大学との事務統合に

かかる情報共有（継続）（教務

部・学生部・入試広報部） 

・ワークフローシステム導入に

よる効率化推進（総務部） 

 

・2 月より総務部も統合し情報共有の在り方

も含め様々な見直しを図っている。次年度も

継続して検討していきたい。 

・ワークフローシステムにて申請できる帳票

を増やし活用を促進することができた。 

10.外部評価・認証評

価の受審 

・外部評価委員会の開催（戦略

企画委員会） 

・認証評価（令和 8 年度受審）

に向けた準備（戦略企画委員

会） 

・外部評価委員会を令和 7 年 8 月 27 日に実

施した。 

・認証評価受審に向け、1～3 月に第 1 稿の

読み合わせを行い、課題を見出した。 

 

３．中長期計画 数値目標 

＜KGI＞ 

  目標値 令和 7 年度実績 達成・未達成 

1 定員充足率 100％ 84.9％ 未達成 
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2 経常収支差額比率 +15％   

3 卒業時学生満足度全項目 100％ 92.1％ 未達成 

4 就職先満足度 100％ 74.2％ 未達成 

5 就職率 100％ 100％ 達成 

6 保育科社会人入学者比率 5％ 3％ 未達成 

7 保育科男子学生比率 20％ 8％ 未達成 

 

＜KPI＞ 

  目標値 令和 7 年度実績 達成・未達成 

1 
2026 年入学者選抜受験者

数 
250 人 246 人 未達成 

2 
2025 年度私立大学等経常

費補助金交付ランキング 
20 位以内 64 位 未達成 

3 
主体的学修を図る評価指

標、学修成果の測定 

※指標検討

中 
※指標検討中  

4 
2025 年卒業時「授業満足

度」 
100％ 89.2％ 未達成 

5 
2025 年卒業時「2 年間の自

分の成長」満足度 
100％ 91.9％ 未達成 

6 
2025 年度資料請求 2100 件

（年間） 
1765 件 未達成 

7 
2025 年受験予定来学者数 540 人

（年間） 
560 人 達成 

 

令和元（2019）年度に受審した認証評価において、早急に改善を要すると判断される事項として、教

育課程編成・実施の方針及び入学者受入れの方針が学科ごとに定められていないという問題が指摘され

たため、即時対応を図った。その結果、「機関別評価結果までに改善されたことを確認した」との通知を

受けた。その際に、「今後は、適切な自己点検・評価を行い、継続的な教育の質保証により一層取組まれ

たい。」と記されていたので、下記の通り取り組み、改善･充実を図る。 

 

⑦認証評価における指摘事項等を踏まえて 

向上・充実のための課題 取組内容 達成状況・課題 

① 適切な自己点検・評

価の実施 

・外部へ公開する自己点検・評

価報告書の再検討（自己点

検・評価推進委員会） 

 

 

・外部評価委員会における資料を含んだ

新しい報告書を作成し、HP にて公開し

ている。 

②継続的な教育の質保証

の取組み 

・教学マネジメント体制の実

行・課題の把握（内部質保証

委員会） 

 

・令和 8 年 3 月 27 日に FD・SD 研修会

を実施し、内部質保証委員会からの報告

とデータから見えた課題について共有

し、協議した。 
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第２部 内部質保証委員会からの報告 
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